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研究成果の概要（和文）：本研究は、中英語ロマンスと呼ばれる物語ジャンルにおいて描かれるSaracenの表象
が、中世後期イングランドの文化的、社会的文脈に応じてどのような役割を担っていたのかを明らかにすること
を主な目的とするものである。個々の物語に登場するSaracenに対する分析を通して、中世において「人種」と
「宗教」が密接に絡み合うものとして理解されていたことを再確認すると同時に、自らのアイデンティティを変
更する「改宗」という現象に注目し、他者の同化を描く物語の持つ「人間集団の再定義」を試みるような機能
と、その恣意性を指摘している。

研究成果の概要（英文）：This research project aims to explore how the representation of Saracens 
(the term usually considered to refer to Muslims living in the East and medieval Spain) developed in
 narratives labeled as ‘Middle English romance’ and what kind of socio-political roles they were 
expected to fulfil in each narrative. In medieval European narratives, Saracens are regarded as a 
typical religious other of Christians and their otherness is often represented through their 
physical features such as their dark skin, bestial features, and strange cultural / religious 
customs, even though these features were not accurate for the representation of actual Muslims. 
Through the analysis of such distorted images of Saracens, my research has attempted to demonstrate 
how medieval Christians in Western Europe struggled to come to terms with people and cultures 
different from their own.

研究分野： 中英語文学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
中世ヨーロッパにおいて描かれたイスラムの表象を対象とする研究は宗教と人種の問題に対する関心の高まりと
ともに、新たに注目されるようになっている。本研究は、近代以前には存在しなかったと考えられている「人
種」という概念が「宗教」と密接に結びついたものとして存在しており、現代において他者を区別し排除する心
的態度はすでに中世ヨーロッパにおいて観察できることを文学作品に対する分析を通して示している。ここで提
示された問題意識は、中世イングランドにおける人々の想像力を理解する一助となるだけではなく、人種差別や
他者の排除という概念がいかに恣意的に形作られたものであるかを示してくれる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
中世ヨーロッパにおいて描かれたイスラムの表象を対象とする研究の歴史は長く、20 世紀前半
には既に古仏語で書かれた武勲詩やラテン語の年代記に登場する Saracen の表象に対する綿密
な分析がなされている。ヨーロッパに住む白い肌をしたキリスト教徒とは対をなす存在として
の黒い肌をした Saracen の表象は、特に 2001 年 9.11 以降、宗教と人種の問題に対する関心の
高まりとともに、新たに注目されるようになっている。また、こうした関心を共有する中世の歴
史、文化、文学を対象とした研究は、しばしば近現代に特有の事象であると考えられてきたレイ
シズム（人種差別主義）が近代以前にも見られたと指摘しながら、それぞれの議論において
Saracen の表象を重要な要素として扱っている。中世英語文学を対象とした研究においても、こ
うした問題意識を示す研究が次々と発表されている。その中でも 2010 年以降に発表されたいく
つかの主要な研究においては特定のロマンス作品や写本における Saracen の機能や文化的意義
が扱われているが、それらは様々に分類可能な役割の特定の側面にのみ焦点を当てた Saracen
表象の分析となっている。言い換えれば、中英語ロマンスとして分類される一群の物語における
Saracen の表象を網羅的に論じる研究はいまだ十分になされていない。 
 こうした学術的な背景を踏まえ本研究では大きく二つの「問い」を設定した。本研究における
第一の問いは、西洋中世のキリスト教徒にとって、異教徒である Saracen が宗教と人種という
二つの基準によって異質な存在として描き出される際に、それらの表象はその歴史的、社会的文
脈においてどのような意義を持つものであったのか、というものである。また、第二の問いは、
11 世紀から 12 世紀頃に古仏語で書かれた武勲詩が十字軍による東方遠征の影響を色濃く映し
出しているのに対して、そうした熱狂が徐々に減退していく中、異教徒を国外追放するなどの措
置を取っていた 13 世紀以降の後期中世イングランドで作られた物語において、依然として高い
人気を誇った Saracen に期待された役割はどのようなものであったのか、というものである。 
 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は Burge (2016)によって 42 点あると分類された Saracen を題材として扱った中英語ロ
マンスを中心に Saracen 表象を横断的に調査し、それぞれの作品において表象が持つ機能や意
義を、写本の製作された状況や歴史的な現象などの分析を通して分類し、中英語で書かれた作品
群における宗教・人種的他者としての Saracen が果たしていた役割を明らかにすることを目的
とした。後期中世の西洋キリスト教圏において、それぞれの地域の俗語で語られた物語であるロ
マンスに対する研究の数は多く、近年では中英語で書かれたロマンスを単なる娯楽や余興のた
めのものではなく、フランスやスコットランドなどに対する国家意識の形成や、同時代の社会に
おける問題意識の反映、個人あるいは集団的アイデンティティの確立のための場として捉える
先行研究がなされている。こうした研究において、それぞれの主題に即した分析対象として
Saracen の描写がしばしば重要な要素として取り上げられることがある。本研究では、物語にお
ける Saracen の役割が軽微であることによって先行研究ではあまり扱われてこなかった作品を
も視野にいれながら中英語ロマンス作品を分析することで、従来の Saracen 研究においては見
落とされていた Saracen の役割や機能を明らかにすることを目指した。この目的のため本研究
では、宗教と人種の二つの軸によって他者として規定される Saracen 表象が、共同体外部に属
する異質な存在でありながら、信仰を改めることによって同化されうる存在として想像されて
いたという点に着目した。加えて、中英語において頻繁に登場する Saracen のもつ役割を正確
に理解することで、それらを頻繁に用いた中英語ロマンスというジャンルが共通して持つ特徴
を明らかにすることを試みた。現実世界における問題を暴き、理想化された解決策を提示する性
質を持つと指摘される中英語ロマンスにおいて、共同体の外部に位置する他者でありながらそ
の性質を変化させ、望ましい姿となることができる Saracen 表象の特質を分析することで、中
英語ロマンス全体の特徴に対する、新たな視点から検討が可能になる。 
 また、過去における人種や宗教対立の様相を対象とする本研究は、人種問題や文化的な区分に
基づいた差別意識の根本的な問題について再考するきっかけを与えるものであり、異なる文化
的、民族的アイデンティティを持つ人々同士の相互理解の実現といった問題に対して、新たな提
言をする可能性を持つものでもある。 
 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究では中英語ロマンスとして分類される作品における Saracen 表象を分析し、その役割を



分類する。その目的のために、本研究では【１】【２】について同時に研究を行った。 
【１】中英語韻文ロマンスに見られる Saracen 描写を網羅的に調査する基礎的研究。 
Saracen が登場する中英語ロマンス作品のうち、個人のアイデンティティが変わる場面を内包す
る物語を中心に分析を進める。Burge (2016)や Calkin (2005)などの中英語ロマンス作品におけ
る Saracen 分析の知見をもとに、それぞれの作品間の異同を明らかにする。 
【２】中英語韻文ロマンスにおける Saracen 描写の役割を、物語における機能、写本の製作状
況、歴史的背景などの面から分析する応用的研究。 
作品内部の分析を踏まえ、それぞれの作品や写本の製作年代などを踏まえながら、【１】でまと
めたデータの分析を進める。Saracen 表象の分析にあたっては、中世における他者表象の雛形と
なったユダヤ表象などとの比較を通して、Saracen 表象の特異性をより明確に示すことを目指し
た。 
 
 
 
４．研究成果 
 
西洋中世キリスト教圏における Saracen の表象に対する分析の歴史は長く、20 世紀を通して中
世のキリスト教徒によって描かれた Saracen の表象の詳細な分析と、分類が行われてきた。20
世紀前半の研究の流れを汲み、中英語ロマンスにおけるSaracen表象はMetlitzkiによって1977
年に分析されている。21 世紀初頭にはそうした記述的な Saracen の描写分析だけではなく、人
種や国家、言語や身体的特徴などを扱うポストコロニアル批評などの知見を取り入れた研究が
数多く発表されている。これらの研究においてロマンスはしばしばその中心的な研究対象とし
て扱われ、ロマンスにおける Saracen の役割はそれぞれの文脈において論じられている。Heng 
(2003)や Calkin (2005)、Burge (2016)などの研究は中英語ロマンスにおける Saracen を国家意
識の形成や、他者との交流などの視点から論じている。本研究はこうした国外の先行研究の流れ
を汲みつつ、個別の作品や歴史的状況にのみ焦点を当てるのではなく、中英語ロマンスとして分
類される作品に現れる Saracen の表象を横断的に調査することで、従来の Saracen 研究では見
落とされてきた役割や機能を明らかにすることを試みた。特に、中世の宗教的アイデンティティ
が持つ、現代の「人種」との類似点に注目し、人種的・宗教的他者としての Saracen の役割を分
析した。 
 中英語ロマンスに描かれる人種的特徴と信仰の関わりを軸に論じた“The Performativity of 
Racial-Religious Identity: The Representation of Saracens in Middle English Romances” 
(Études Médiévales Anglaises, Vol. 95)では、歴史家 Robert Bartlett が指摘したように、中
世における「人種的区分」は流動的で変化する可能性のあるものとして理解されており、文化的
な性質と密接な関わりを持つものとして描かれていることを確認した。加えて、中世の物語に描
かれる「人種」と「宗教」の関係を分析し、物語中に登場する Saracen に付与された人種的アイ
デンティティは個人の言動によって常に証明されるべきものとして理解されていた可能性につ
いて指摘した。 
 現代においてしばしば先天的で不変のものとして理解される「人種」をめぐるこうした議論を、
中世における信仰と改宗という文脈においてさらに深化させたものが「中英語ロマンスにおけ
る異教徒の改宗と信仰の証明」 (『信州大学人文科学論集』, 第 9号 (2))である。この論考は、
日本英文学会において発表した中英語ロマンスにおける「改宗」と信仰の証明というテーマを踏
まえて書かれたものであり、物語中に描かれるサラセンの騎士がキリスト教共同体へと加わる
際に直面する問題を通して、中世における宗教的アイデンティティの変更や証明が、現代におけ
る人種同様に、極めて困難なものであり、改宗者が洗礼後にも常に疑いの目に晒されていたとい
う事実を明らかにした。 
 こうした議論を通して本研究は、宗教と人種の二つの概念が中世ヨーロッパにおいていくつ
かの重要な共通項を持つことを示した。まず、①宗教は現代における人種同様に身体的な特徴を
伴うものとして理解されており、その変更には常に困難が伴い、共同体の成員に向けた証明が求
められていたこと。そして、②中世における宗教は生得的な属性として見做され、遺伝するもの
として理解されていたことである。国際学会である第57回International Congress on Medieval 
Studies における研究報告では、鎧を変えて自身の正体を偽るサラセンの騎士の事例を取り上げ、
個人の人種的・宗教的アイデンティティが、身体に備わった不変のものではなく、衣服や武具な
どの着脱可能な外的な指標によって周囲に対して示されるものであったという可能性を指摘し
ている。この視点は、共同体外部に存在する他者と自己の区分のために用いられる指標が必然的
なものではなく、恣意的に作り出されたものであるという可能性を示唆している。これは、
Fredrickson が論じる「人種主義」という概念―ある集団に見られる特定の特徴をその集団を定
義づける本質的で不変のものであるとみなし、その区別が必然的なものとしてみなす見解―が
中世において存在していたことを証明するものであると言える。同時に、物語中に描かれるこう
した問題意識は、個人や集団のアイデンティティをその言動によって絶えず再定義する必要性
を反映したものであると考えることができる。対外戦争や国内での異端の存在など、アイデンテ
ィティの再定義が重要な問題となっていた中世後期イングランドにおいて、Saracen が登場する
物語が受容され続けた事実は、こうした要請と密接に関わっている可能性が高いのである。 



 本研究プロジェクト全体で、当初予定していた全ての文学作品の分析と研究結果の発表は実
現しなかったものの、いくつかの特徴的な作品に対する詳細な分析を通して、前近代における宗
教と人種の結びつきが明らかになった。過去における人種や宗教対立の様相を対象とする本研
究は、人種問題や文化的な区分に基づいた差別意識の根本的な問題について再考するきっかけ
を与えるものであり、そうした区分の恣意性を指摘することで、異なる文化的、民族的アイデン
ティティを持つ人々同士の相互理解の実現といった問題に新たな視点を提供するものであると
言える。現在、日本ではこうした分野の研究は盛んであるとは言えない。また本研究の代表者が
参加した 2017 年の International Medieval Congress では、他者性‘Otherness’をテーマと
しながらも、報告された研究内容の多くが、西洋に住む白人キリスト教徒による問題を扱ったも
のであったという点が指摘されている(Heng 2018)。西洋キリスト教圏や、中東やアフリカのイ
スラム文化とも異なる日本においてこうした研究が行われる意義について、本研究はその重要
性を発信する一助になるはずである。 
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